
経務論叢
第七十六巷第二課

7 ノv}7A=エブグノV7'の

プノνジョア革命理論

現代プラブ二ぇ勢働政策史の一書11期

封建的所有と経済外的強制を

めぐる理論的諸問題

ペカ・フイグノνノブ

「ヨ一首ツパ人民民主主義諸園における

人民民主主義制度の後展の二つの段階

についてJ

〔昭和三十年八月〕

堀江英一ー(1)

向井喜典・ (21)

福宮正賓 (44)

金 鐙碩・ '(61)

草郡大号佐清号曾



封
建
的
所
有
と
経
神
間
外
的
描
制
を
め
「
る
理
論
的
諮
問
題
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封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
や
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題

|
|
主
と
し
て
ユ
タ

1
7
Y
の
規
定
に
つ
い
て
ー
ー
ー

市高

冨

E 

買

一
、
問
題

の

所

在

ル
ク
ス
主
義
の
諸
古
典
に
も
と
づ
き
つ
つ
、

己
の
論
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
封
建
的
土
地
所
有
の
調
自
的
内
容
と
、
封
建
制
度
り
も
と
で
白
経
済
外
的
強
制
の
地
位
と
役
割
と
を
、

Y

イ
・
ず
z

・
ス
グ
l
リ

γ
の
『
間
開
設
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』
怠
b
び
に

特
に
、

「
ソ
同
盟
に
お
け
る
祉
舎
主
義
臼
経
済
的
諸
問
題
』
白
な
か
に
お
け
る
規
定
に
諭
黙
を
-
お
い
て
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
白
て
あ

る
。
こ
の
論
稿
を
4

宇
宙
く
に
蛍
つ
て
は
、

y
同
盟
の
歴
史
愚
者
エ
ス
・
デ
・
7
4

カ
ス
キ
ン
の
『
封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
に
つ
い
て

〔註
l
v

白
可
ル
ク
ス

1
ν
1
一二
J

主
義
臼
詩
古
一
典
』
と
題
す
る
論
文
が
、
極
め
て
貴
重
左
参
考
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
白
己
申
論
文

は
、
若
干
白
賄
て
不
充
分
さ
を
残
し
て
い
る
と
い
う
印
象
士
、
我
々
に
奥
え
る
。
就
中
、
被
白
論
文
は
、
ス
タ

l
p
y
が
『
鼎
詮
法
酌

唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』
心
社
か
ゼ
封
建
的
所
有
に
つ
い
て
述
べ
た
衣
の
よ
う
友
指
摘
、
す
な
わ
ち
、
「
封
建
制
度
白
も
と
で
は
、
生

産
関
係
の
基
礎
は
、
生
産
手
段
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
所
有
と
、
生
産
従
事
者
す
な
わ
ち
農
奴
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
不
完
全
な

所
有
て
あ
る
L

門
邦
聾

闇
民
文
庫
版

一
一
一
九
頁
〕
と
い
う
指
摘
に
全
く
燭
れ
て
い
左
い
と
い
う
黙
に
、
わ
た
し
は
可
成
り
の
不
満
を
感



じ
る
。周
知
D
如
く
ス
グ

l
H
Y
は
、
『
ソ
同
盟
に
お
け
る
祉
舎
主
義
の
経
済
的
諸
問
彊
』
の
左
か
で
、
「
経
済
外
的
強
制
は
地
主

l
農
奴

所
有
者
の
経
済
的
構
力
を
強
化
す
る
う
え
に
役
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
封
建
制
度
の
基
礎
で
あ
っ
た
の
は
経
済
外
的
強
制
て
は
在

四
七
頁
〕
と
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ス
グ

l
H
ン
の
己
白
封
建
的
土
地
所
有
の

く
、
封
建
的
土
地
所
有
て
あ
る
」
〔
邦
欝

新
時
代
枇
版

規
定
に
つ
悼
て
、
わ
が
閣
の
一
部
の
事
者
。
聞
で
は
衣
の
よ
う
左
理
解
の
仕
方
が
在
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
近
藤
康
男
編
『
農
業
経

済
研
究
入
門
』
(
東
京
大
事
出
版
官
・
一
丸
五
四
年
刊
)
の
な
か
で
、
封
建
制
。
木
質
規
定
の
再
検
討
に
つ
い
て
諸
へ
つ
つ
、
中
江
淳
一
氏

は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
が
い
づ
て
い
る
よ
う
に
、
「
封
建
制
度
の
も
と
で
は
、
生
産
関
係
の
基
礎
は
、
〔
一
〕
生
産
手
段
に
た
い
す
る
封

建
領
主
の
所
有
と
〔
二
〕
生
産
従
事
者
す
な
わ
ち
農
奴
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
不
完
全
な
所
有
て
あ
る
」
(
『
ソ
同
盟
共
産
葉
小
史
』

〔
ポ
ル
シ
品
ゲ
4
キ
〕
間
同
文
庫
版
第
一
珊
一
九
六
買
)
。
そ
し
て
こ
の
雨
者
。
う
ち
て
は
第
二
の
所
有
す
な
わ
ち
経
済
外
的
現
制
ゼ
は
な
く
し

て
、
第
一
白
所
有
す
左
わ
ち
「
封
建
的
土
地
所
有
己
モ
が
、
封
建
制
度
の
土
事
て
あ
る
」

(
『
ッ
同
聞
に
お
灯
る
仕
官
主
義
の
経
済
的
諮
問

題
』
第
九
章
こ

【
問
書

一一一-一

t
一
一
回
頁

傍
貼
は
引
用
者
〕
と
い
っ

τお
ら
れ
る
。

し
か
し
左
が

b
、
こ
の
よ
う
た
理
解
の
仕
方
は
決
し
て
正
し
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
b
ば
、
封
建
的
土
地
所
有
と
い

、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
場
合
に
は
、
モ
れ
は
単
純
に
、
基
本
的
生
産
手
段

l
土
地

K
た
い
す
る
封
建
領
主
白
所
有
の
み
を
指
し
て
い
る
の
ゼ
は
志
い
か

b
て

あ
る
。
ス
カ
ス
キ
ン
も
い
つ

τい
る
如
く
、

「
我
々
は
、
封
建
的
所
有
の
凋
自
的
内
容
を
よ
り
深
遠
に
規
定
せ
ず
に
、
封
建
的
所
有
を

豊
純
に
封
建
領
主
の
所
有
と
し

τ理
解
す
る
傾
向
が
時
折
あ
る
。
し
か
る
に
、
マ
ル
ク
ス

1
レ

l
ニ
ン
主
義
の
諸
古
典
、
特
に
マ
ル
ク

式
は
、
し
ば
し
ば
こ
り
問
題
を
綿
密
に
顧
慮
し
た
」
〔
前
罰
論
丈
令
官
官
官
思
E
》

げ

E
E
2
u・
3
。
ζ

白
己
と
に
つ
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
「
地
代
論
』
の
理
解
と
関
聯
さ
せ
て
後
述
す
る
。

封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
を
め
V
る
理
論
的
諮
問
題

七
十
六
巻

一C
七

第

競

四
五



封
建
的
所
有
と
経
済
升
的
強
制
E
b
r
る
理
論
的
諮
問
庖

第
七
十
六
巻

O 
i¥. 

第
竺
披

四
ノ、

と
も
あ
れ
、

マ
ル
ク
ス
白
見
解
に
主
れ
ば
、
封
建
的
土
地
所
有
に
治
い
イ
は
、

「

領ハ
有費
者本
とに

童書
とし
の、

あ安
い本
だに
に上
はつ
、て

たそ
んれ
なに
る f照
物、 開室
象、す

る
形
態
に
改
同
盟
せ
し
め

b
れ
た
)
、
近
代
的
土
地
所
有
に
お
け
る
と
は
要
っ
て
、

的
な
官
の
関
係
よ
り
も
も
っ
と
内
面
的
社
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
な
外
観
が
友
治
存
存
す
る
L

Q

経
神
皐
と
哲
串
ー
と
に
か
ん
す
る
干
稿
』

邦
課
『
マ
ル
ク
ス
H

ヱ
シ
ゲ
ル
ス
選
龍
』
補
巷
4
二
八
九
頁
〕
。
つ
ま
り
、
「
努
働
者
自
身
、
す
た
わ
ゆ
り
努
働
能
力
の
い
き
た
に
た
い
手
自
身

が
、
直
接
的
に
客
観
的
な
生
産
諸
僚
件
白
一
つ
に
な
っ
て
い

τ、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
占
有
さ
れ
て
い
る
」

〔
『
資
本
主
義
的
生
産

に
先
行
す
る
諾
形
態
』
邦
課
『
マ
ル
グ
ス
u

z

y
ゲ
ル
ス
選
藁
』
第
九
巻
土

ニ
一
止
八
頁
]
と
い
う
よ
う
た
諸
関
係
の
も
と
で
は
、

封
建
領
主
は
、

基
木
的
生
産
手
段

l
土
地
を
所
有
す
る
と
い
う
十
一
地
所
有
の
濁
占
に
工
っ
て
ー
ー
す
た
わ
ち
、
生
産
閥
系
に
ゐ
け
る
封
建
領
主
の
経
済

的
に
支
配
的
在
地
位
の
カ
に
よ
っ
て
1

|
直
接
的
生
産
者
ず
一
あ
る
農
奴
を
「
領
有
者
の
財
産
」
〔
『
純
済
瞳
E
背
皐
ξ

に
か
ん
す
る
手
稿
』
同

上
三
八
九
頁
〕
と
し
て
、
所
有
す
る
己
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
封
建
的
土
地
所
有
は
、
基
木
的
生
産
手
段
U
土
地
に
た
い
す
る
封

建
領
主
の
問
有
て
あ
る
と
い
う
己
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
直
接
的
生
産
者
の
人
格
に
た
い
す
る
一
定
個
人
の
濁
白
酌
た
所
有

形
態
て
も
あ
り
う
る
。
勿
論
こ
の
場
合
に
位
、
直
接
的
生
産
者
の
人
格
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
こ
の
斯
有
権
は
、
奴
隷
斯
有
者
の
そ

れ
と
は
臭
っ
て
不
完
全
な
も
の
で
し
か
あ
り
え
左
い
。
何
故
な
ら
ば
、

「
農
奴
制
酌
隷
展
開
係
は
、
は
た
ら
さ
手
を
七
地
と
地
主
に
し

に
先
行
す
る
諸
形
態
』
同
よ

農
奴
に
た
い
す
る
不
完
全
在
所
有
と
は
、
農
奴
の
側
に
お
け
る
ナ
地
占
有
が
、
所
有
、
つ
吉
り
領
主
に
た
い
じ
て
も
一
定
の
限
度
て
排

ば
り
つ
け
て

W
た
と
は
い
え
、
し
か
し
事
買
上
は
、
生
活
手
段
に
た
い
す
る
は
た

b
空
手
の
所
有
を
前
提
す
る
」

己
の
離
に
つ
い
て
、
法
律
事
者
の
立
場
か

b
渡
遅
洋
三
氏
が
、
〔
『
資
本
主
義
的
生
産

二
六
回
頁
ω

か
ら
で
あ
る
。

「
己
白
領
主
の

他
的
支
配
を
封
抗
し
う
る
構
利
と
し
て
の
所
有
た
る
憎
格
を
も
ち
一
、
ぞ
の
所
有
を
き
そ
と
し
て
、
農
奴
の
側
に
一
定
の
限
度
て
の
主
髄

性
が
確
立
芦
一
れ
る
、
正
M
V
《
J

己
と

K
ほ
か
な
ら
な
い
」
〔
「
日
本
に
お
け
る
前
近
代
的
所
有
の
諾
類
型
と
そ
の
支
配
闘
倖
」
『
思
想
』
一
九
五
四
・



続

九
一
頁
〕
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
く
玉
し
い
の
で
は
た
い
か
、
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
る
c

買
に
、
こ
の
「
不
完
全
友
所

有
」
と
い
ろ
規
定
こ
そ
、
封
建
的
土
地
所
有
と
経
済
外
的
強
制
と
の
閥
係
の
玉
し
い
位
置
づ
け
を
解
明
す
る
鍵
で
あ
る
が
、
モ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
し
よ
う
。

た
か
ろ
う
か
ロ
し
か
し
た
が
ら
、
例
え
ば
、

第
二
陀
、
中
江
氏
は
、
封
建
的
土
地
所
有
と
封
建
的
所
有
と
を
、
相
異
な
っ
た
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は

「
中
世
て
は
、
資
木
自
問
が

土
地
所
有
的
性
格
を
治
び
て
い
た
。

土
地
所
有
が

支
配
し
て
い
る
す
べ
て
の
形
態
て
は
、
同
然
関
係
が
た
治
優
越
し
た
地
位
を
し
め
て
い
る
」
弓
根
神
皐
批
判
芹
説
』
部
課
『
紹
神
皐
批
判
』

闘
民
文
庫
版

O
四
頁
〕
と
マ
ル
ク
ス
が
述
へ
る
場
合
に
、

マ
ル
ク
ス
は
封
建
的
土
地
所
有
と
封
建
肋
間
有
と
を
杭
別
し
て
い
る
、
と

史
』
第
二
巻
(
第
一
部
)
の
左
か
で
、

我
々
は
考
え
る
こ
と
は
で
暑
な
い
で
あ
ろ
号
。
身
分
的
左
自
仲
間
生
的
所
有
と
し
て
の
封
J

廷
的
所
有
は
、
土
地
所
有
と
い
う
一
般
的
友
す

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
(
純
粋
左
私
的
所
有
〕
つ
ま
り
近
代
的
資
本
に
酎
ベ
す
る
。
マ
ル
ク
ス
が
『
剰
齢
慣
値
皐
設

「
宜
際
、
近
代
的
友
土
地
所
有
は
封
建
的
在
土
地
所
有
て
あ
る
」
〔
邦
課
改
珪
世
肱
『
マ
ル
ク

土
地
所
有
モ
れ
閏
憶
の
封
建
的
性
格
(
普
遍
的
競
争
と
純
工
場
的

が
た
を
と
っ
て
、

ス
H
エ
ン
ゲ

λ

ス
全
集
』
崎
市
九
巻

六
五
頁
〕
と
諮
べ
て
い
る
白
は

『
新
日
庫
干
の
貧
困
』
の
な
か
で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

「
地
代
は
、
リ
カ
l
F
!
白
意
見
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
欣
態
に
ム
お
け
る
土
地
所
有
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
生
産
の
諸
僚
件
に
服
し
た
封
建
的
所
有
て
あ
る
L

〔
邦
諜

生
産
と
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
傾
向
)
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

す
な
わ
ち
、

国
民
文
庫
版

頁

傍
貼
は
引
用
者
〕
と
。
己
の
上
う
に
、
封
建
的
土

地
所
有
と
封
建
的
所
有
と
は
、
相
異
な
っ
た
内
容
を
も
ワ
術
語
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
も
全
く
同
一
の
意
味
に
用
い
て
い
る
こ
と
は
明

-

ら
か
で
あ
る
。
従
つ

τ、
ス
グ

l
H
ン
が
、
封
建
的
土
地
所
有
と
封
建
的
所
有
と
を
直
別
し
た
と
い
う
根
接
、
モ
し
て
ま
た
、
直
接
的

生
産
者
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
不
完
全
在
所
有
を
、

(
封
建
制
度
の
も
と
で
は
、
封
建
的
所
有
も
し
く
は
封
建
的
土
地
所
有
と
は
全

対
住
的
所
有
正
融
済
外
的
担
制
を
め

rる
理
論
的
諮
問
題

第
七
十
六
巻

O 
九

第

披

四
一じ



封
建
的
所
有
k
槌
稗
外
的
強
制
を
め
「
る
理
論
的
商
問
題

第
七
十
六
巻

O 

第

焼

囚

i¥. 

〈
異
な
っ
た
地
位
を
占
め
、
ま
た
、
別
の
役
割
を
果
し

τい
る
)
経
済
外
的
強
制
と
し
て
理
解
し
た
と
い
う
根
擦
は
、
ど
己
に
も
存
在

し
た
い
。
ソ
同
盟
の
「
経
済
事
教
科
書
」
(
一
九
五
四
年
)
が
、
封
建
的
土
地
所
有
に
た
い
す
る
ス
グ
l
F
Y
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を

忠
賢
に
反
映
古
せ
て
い
る
己
と
は
、
周
知
の
遁
り
で
あ
る
(
邦
語
第
一
分
舟
七
O
、
七
六
買
)
。
し
か
る
に
、
徳
増
柴
太
郎
氏
D
如
く
、

ス
グ
I
リ
ン
が
「
ソ
同
盟
に
沿
け
る
祉
合
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
の
な
か
で
、
「
封
建
障
制
の
基
本
要
因
か

b
、
農
奴
に
射
す
る
不

完
全
所
有
l
経
済
外
的
強
制
を
除
い
た
の
は
、
た
ん
に
、
下
部
構
造
と
土
部
構
造
と
を
明
確
に
わ
け
た
だ
け
て
は
な
く
、
生
産
カ
と
生

産
関
係
と
の
鰐
詮
法
的
関
係
理
解
の
深
化
な
の
だ
。
教
科
書
は
、
依
然
と
し
て
封
建
組
制
に
つ
い
て
白
奮
い
解
躍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ソ
問

i
」
〔
『
根
郡
評
前
』
特
集
『
線
開
皐
教
科
書
』
に
ワ
い
て
問
詰
一
九
五
五
・
大
蹴
二
三
頁
傍
貼
は
引
用
者
]
と
い
わ
れ
る
の
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
.
、
、
、
.
、
、
.
、

盟
歴
史
事
田
仲
の
最
近
臼
異
質
の
動
向
を
全
く
無
腕
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
白
考
え
方
を
歪
曲
し
た
も
白
だ
と
い
わ
れ
ば
た

L
沿
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
中
江
氏
や
徳
晴
氏
等
の
理
解
白
仕
方
を
正
L
h
も
白
と
L
て
受
け
容
れ
る
こ
と
は
、

我
々
に
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
封
建
的
土
地
所
有
白
、
他
な
b
ぬ
こ
の
よ
う
た
理
解
の
仕
方
己
そ
が
、
後
述
す
る
如
〈
、
わ
が

園
の
農
村
に
お
け
る
封
建
制
の
解
明
主
、
基
本
的

l
方
法
論
的
に
妨
げ
て
き
た
か
ら
な
の
て
あ
る
。
己
白
観
賄
か
ら
し
て
、
わ
た
し
は
、

封
建
的
所
有
も
し
く
は
封
建
的
土
地
所
有
白
濁
自
的
内
容
白
解
明
に
は
、

『
閣
情
詮
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』
な
ら
び
に
『
ソ
同
盟

に
治
け
る
祉
曾
主
義
白
経
済
的
諸
問
題
』
に
沿
け
る
司
グ

l
p
ン
白
規
定
白
一
止
し
い
理
解
己
そ
が
、
何
よ
り
も
ま
し

τ緊
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
日
円
わ
ゆ
る
経
済
外
的
強
制
白
地
位
と
役
割
に
関
す
る
問
題
に
し
て
も
、
己
の
封
建
的
所
有
も
し
く
は
封
建
的
土
地
所
有
の
凋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、

自
的
内
容

ω
玉
し
い
理
解
な
し
に
、
モ
し
て
、
経
済
外
的
強
制
士
己
白
鶴
自
的
内
容
と
蓮
聞
き
せ
ず
に
、

「
封
建
制
度
の
基
礎
て
あ
っ

た
の
は
経
消
外
的
強
制
ぞ
は
左
く
、
封
建
的
土
地
所
有
て
あ
る
」
と
何
度
繰
返
し

τも
意
味
を
な
さ
な
い
の
己
白
意
味
に
お
い

τ、
わ

た
し
は
、
は
じ
め
に
あ
げ
た
ス
タ
ー
リ
ン
白
有
名
た
二
つ
白
勢
作
の
な
か
に
お
け
る
規
定
に
論
黙
を
b
い
て
、
封
建
的
所
有
と
経
済
外



的
強
制
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
わ
た
し
な
り
に
考
察
し
て
み
工
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

(註

1
)

口
・
』
目
白
割
以
富
田
】
官
官
自
何
回
居
者
宮
田
区
内

w
t
E
E目
E
P
。
官
日

E
E
C周
E
由
。
自
由

E
2国
岡
田
宮

E
E回目。
E
C区
間
出
回
官
官
両
国
U

令
官
国
国

O
B
E
V
E同日・

と
の
論
文
位
、
一
丸
五
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
ッ
伺
盟
科
串
院
の
歴
且
畢
・
哲
畠
?
の
両
分
科
白
合
同
曾
議
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
報
官
印
全
文
ー

を
、
一
九
五
四
年
K
Y
同
盟
科
串
院
同
脹
所
主
P
、
《
口
冨
盲
目
。
富
MEW》
(
中
世
)

1

c

題
L
て
刊
行
さ
れ
た
ソ
同
盟
科
皐
院
展
且
国
学
研
究
所
の
論
文

集
の
第
五
分
冊
に
布
さ
め
た
も
の
で
あ
る
a

ち
な
み
に
、

ζ

山
合
同
骨
議
の
討
論
と
も
一
九
五
二
年
十
一
月
十
日
に
モ
ス
ク
ワ
大
串
で
行
わ
れ
た
畢

術
曾
議
の
内
容
に
づ
い
て
は
、
『
封
建
的
所
有
医
院
す
る
皐
術
討
論
舎
』
〔
邦
害
『
紹
済
評
論
』
一
九
五
回
・
八
韓
〕

E
歯
し
て
、
『
隠
史
朗
宇
の
諸

問
題
』
散
の
一
九
五
三
年
第
四
践
に
報
告
主
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
『
地
代
論
』
と
封
建
的
所
有
の
規
定
に
つ
い
て

『
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
十
七
草
白
、
資
本
制
的
地
代
理
論
へ
の
強
情
的
諸
注
意
を
述
ベ
て
い
る
筒
附
て
、

の
猫
白
的
形
態
白
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
す
べ
て
白
地
代
類
型
に
ル
内
通
す
る
白
は
、
地
代
白
取
得
は
土
地
所
有
が
自
ら
を
賢
現
す
る
経
済

マ
ル
ク
ス
は
、

「
地
代

的
形
態
だ
と
い
う
こ
と
、

地
代
の
方
は
士
地
所
有
・
(
す
な
わ
ち
・
|
|
引
用
者
)
地
球
の
一
定
部
分
に
た
い
す
る
一
定
個
人

心
所
有
・
を
前
提
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
一
ツ
て
も
、
モ
の
所
有
者
は
ア
ジ
ナ
や
エ
ジ
プ
ト
、
な
ど
の
よ
う
に
共
同
慌
を
代
表

T

お
よ
び
、

る
個
人
て
あ
っ
て
も
よ
く
、
ま
た
、
乙
の
土
地
所
有
は
奴
隷
制
度
ま
た
は
農
奴
制
度
の
場
合
の
よ
う
に
置
接
的
生
産
者
の
人
格
に
た
い

す
る
一
定
個
人

ω所
有
権
白
単
な
る
偶
有
性
(
伊
丹
品
。

E
)
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
:
・
」

〔
青
木
文
庫
版
刷

八
九
二
頁
〕
と
述
，
へ
て
い
る
。

己
の
叙
越
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
封
建
地
代
の
取
得
は
、
封
建
的
所
有
(
す
た
わ
ち
封
建
的
土
地
所
有
・
以
下
封
建
的
所
有
と

H
う

術
語
に
統
一
)
の
経
掛
的
貿
現
形
態
て
あ
り
、
そ
し

τま
た
、
封
建
地
代
は
何
よ
り
も
先
づ
土
地
所
有
白
濁
占
を
前
提
と
す
る
。

封
建
的
所
有
と
絡
碑
外
的
強
制
を
め
「
る
盟
論
的
諮
問
題

第
七
十
六
巻

第

五克

四
九



封
建
的
所
有
k
紐
神
外
的
強
制
を
め
「
る
理
論
的
諾
問
題

第
七
十
六
巻

第

競

主

O 

と
こ
ろ
ゼ
マ
ル
ク
ス
は
、
土
地
所
有

1
地
代
に
つ
h

て
白
こ
の
一
一
般
的
規
定
に
続
い
て
、

「
相
異
↓
な
る
地
代
諸
形
態
の
己
の
共
遁
性

|
|
相
異
在
る
個
々
人
を
し
て
地
球
の
一
定
諸
部
分
量
排
他
的
に
所
有
さ
せ
る
法
的
探
制
た
る
土
地
所
有
の
経
済
的
賢
現
だ
と
い
う
こ

と
ー
ー
は
、
諸
々
の
直
別
を
看
過
さ
せ
る
し

〔
同
上

八
九
一
一
一
頁
〕
と
注
意
を
輿
え

τい
る
。

マ
ル
グ
ス
の
改
備
的
仲
代
意
に
よ
れ
ば
、

-. -. 
地枇
代舎
を的
取生
扱産
う過
さ程
いの
に相
遊具
けな
るる
べ官望
者展
:諸
分段
祈階
をに
恨照
濁障
さす
古る

る軍
主き
雪益
事詰
巴 7酔
態

" iJt 
同
ず
る
こ

と
L 

〔
向
上

八
九
二
頁
〕
は
、

〔
同
上
U

の
一
一
一
つ
の
な
か
の
一
つ
で
あ
る
。
前
に
引

用
し
た
土
地
所
有
の
一
般
的
規
定
に
た
い
し
て
、
こ
の
よ
う
に
地
代
詩
形
態
の
一
陣
別
を
強
調
し
て
い
る
こ
み
し
は
、
地
代
詩
形
態
の
区
別

(
己
己
て
は
封
建
地
代
と
資
本
制
的
地
代
の
一
差
違
)
の
一
み
で
な
く
、
地
代
の
取
得
の
基
礎
と
し
て
の
所
有
ぞ
白
も
白
白
区
別
の
重
要
性

を
、
マ
ル
グ
ス
は
示
唆
し
て
い
る
の
だ
、
と
考
え
て

H

h
で
あ
ろ
う
。

マ
ル
グ
ス
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
、
つ
ま
り
、
自
由
な
私
的
所
有
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

私
的
意
志
白
排
他
的
領
域
と
し
て
地
球
の
一
定
諸
部
分
を

1
1す
べ
て
の
他
人
を
排
除
し
で

1
l自
由
に
す
る
と
い
う
、
特
定
諸
人
物

の
濁
占
を
前
提
と
す
る
。
と
の
と
と
を
前
提
す
れ
ば
、
問
題
と
た
る
の
は
、
資
本
制
的
生
産
の
基
礎
ト
一
で
の
、
と
の
稿
占
の
経
済
的
一
慨

砂
ム
F

7

2

ル
ア
エ
ル
ト
ゥ

νグ

慣
す
在
わ
ち
増
殖
的
利
用
を
展
開
す
る
己
と
で
あ
る
し
〔
伺
よ
八
六
七
頁
〕
と
諮
ベ
、
積
い
て
、
「
坤
球
の
諸
部
分
検
使
用
ま
た
は
濫

用
す
る
と
い
う
、
己
れ
ら
白
人
物
の
法
律
尚
権
能
だ
け
で
は
何
も
片
づ
か
た
い
。
こ
の
諾
部
分
白
使
用
は
、
彼
等
の
煮
誌
に
係
わ
り
の

「
ナ
地
所
有
は
、
特
定
の
諸
人
物
が
そ
の

ゅ
な
い
経
済
的
諸
僚
件
に
完
全
に
依
存
す
る
」

〔
向
上
〕
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
法
律
的
表
象
そ
の
も
の
は
ー
ー
と
マ
ル
ク
ス
は
鱒
げ
℃

い
う
|
|
土
地
所
有
者
が
土
地
を
庭
置
し
う
る
の
は
各
商
品
所
有
者
が
自
分
白
商
品
世
露
置
し
う
る
の
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
以
外
に

は
何
も
意
味
し
た
い
0

・
E

こ
の
生
産
品
悼
式
(
資
本
制
的
生
産
様
式
i
|
引
用
者
)
は
、

一
方
で
は
、
直
接
的
生
産
者
を
土
地
心
躍
な

る
附
属
物
(
隷
凪
臣
、
農
奴
、
奴
隷
、
在
ど
の
形
態
て
の
)
宇
一
る
作
置
か
ら
解
放
す
る
己
と
を
前
提
と
し
、
他
方
て
は
、
人
民
大
衆
の
土



地
白
牧
奪
を
前
提
す
る
。
-
-
:
だ
が
、
営
初
白
資
本
制
的
生
産
様
式
が
見
出
す
土
地
所
有
白
形
態
は
、
資
本
創
的
生
産
様
式
に
は
Mm
鹿

し
な
い
。
資
本
制
的
生
産
様
式
に
照
臆
す
る
土
地
所
有
形
態
は
、
や
っ
と
、
資
木
の
支
配
下
へ
の
農
業
の
従
属
に
よ
り
、
資
本
制
的
生

産
様
式
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
」

〔
同
上

入
六
七

t
八
六
八
頁
〕
コ
こ
の
よ
う
に
し
て
、

「
資
本
制
的
生
産
様
式
は
土
地

所
有
を
、

一
方
て
は
支
配

1
お
よ
び
隷
属
諸
閥
係
か
ら
す
っ
か
り
解
き
放
し
‘
他
方
て
は
、
野
働
傑
件
と
し
て
の
土
地
を
土
地
所
有
治

よ
び
土
地
所
有
者
:
・
:
・
か
ら
全
く
分
離
す
る
・
:
。
か
く
し
て
土
地
所
有
は
、
そ
の
従
来
の
す
べ
て
の
政
治
的
お
よ
び
祉
舎
的
な
枠
づ

け
阜
、
混
合
物
を
脆
却
す
る
己
と
に
よ
り
、
要
す
る
に
か
の
す
べ
て
の
侍
統
的
な
附
加
物

i
i
t
脱
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
純
経

済
的
た
形
態
を
受
け
と
る
」

λ

六
八
頁
〕
。

〔
向
上

マ
ル
ク
ス
が
地
代
諸
形
態
の
み
て
左
く
、
土
地
所
有
の
諸
形
態
を
も
直
別
し
て
い
る
と
と
は
、
以
上
遁
ベ
て
き
た
難
か
ら
朗
ら
か
て

あ
る
。
つ
ま
り
、
資
本
制
的
生
産
様
式
は
資
本
制
的
生
産
様
式
に
照
臆
す
る
所
有
形
態
の
日
現
を
自
己
の
も
と
に
見
出
古
た
い
、
と
い

う
マ
ル
グ
ス
の
主
張
は
、
封
建
的
所
有
と
、
プ
ル
日
ョ
す
的
悲
所
有
と
の
聞
に
境
外
を
設
け
℃
い
る
己
と
で
あ
っ
て
、
マ
ル
グ
ス
は
、

こ
り
ご
種
類
の
所
有
は
相
異
な
る
祉
舎
構
成
憶
に
所
属
し
て
い
る
、
従
っ
て
、
生
産
諸
力
の
相
具
な
る
水
準
と
、
相
異
な
る
生
産
諸
閥

係
に
照
隠
し
て
い
る
、
と
い
う
ζ
と
を
い
沿
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
特
に
指
摘
し
左
け
れ
ば
な
b
た
い
の
は
、
ス
カ
ス
キ
Y
が

強
調
し
て
い
る
如
く
、

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
に
つ
い
て
語
る
に
際
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
は
農
業
に
お
け
る
生

震
の
社
曾
的
形
態
、
つ
ま
り
、
ま
さ
に
資
本
制
的
生
産
一
般
に
照
隠
す
る
形
態
に
照
隠
し

τい
る
こ
と
(
私
的
領
有
形
態
の
も
と
て
の

生
産
の
杜
曾
的
形
態
〉

に
つ
い
て
率
直
に
指
摘
し
、

ま
さ
に
モ
白
こ
と
に
よ
っ
て
、

封
建
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
も

の
が
存
在
し
な
い
己
と
(
直
接
的
生
産
者
の
個
人
的
な
小
経
瞥
)
を
主
張
し
て
い
る
」

〔
前
記
論
文

会
U
]
百
品
諸
国
図
。
盟
五
位
V

自
v
目
、
印

ad-U〕
こ
と
ぜ
あ
る
。

ス
カ
ス
キ
ン
は
こ
の
黙
を
重
視
し
、

「
封
建
的
土
地
所
有
の
プ
ル
ジ
ョ
ナ
的
土
地
所
有
と
の
差
遠
白
こ
れ
ら

封
建
的
所
有
と
髄
湾
外
的
盟
制
を
め
「
る
理
論
的
諮
問
題

事
七
十
六
巻

= 

第

量君

主



封
建
的
所
有
と
経
済
丹
的
強
制
を
め

rAV理
論
的
諸
問
題

第
七
十
六
巷

四

予存

続

五

の
一
般
的
特
徴
十
除
い
て
は
、

〔

4
E角
田
F
〕
と
述
ベ

τい
る
。

一
閥
、
ど
こ
に
封
建
的
所
有
の
獅
自
的
特
質
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
」

封
建
的
所
有
は
、
土
地
所
有
白
濁
占
と
し
て
は
、
プ
ル
ジ
ョ

7
的
所
有
と
何
ら
異
な
る
知
は
友
く
、

有
白
狗
占
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
D
l
|ま
台
、
何
ら
か
の
形
態
ぞ
の
大
衆
の
搾
取
に
基
づ
く
す
べ
て
の
従
来
の
生
産
様
式

Ul--

歴
史
的
前
提
て
あ
り
J

、
ま
た
モ
の
恒
常
的
基
礎
て
あ
る
」
〔
『
資
本
論
』
第
三
#

「
そ
白
か
ぎ
り
て
は
、
土
地
所

邦
諜

青
木
立
庫
版
同

八
六
七

t
八
六
八
頁
〕
白
マ
ル
ク
ス

が
指
摘
し
て
い
る
如
く
、

「
地
球
の
諸
部
分
を
使
用
主
た
は
濫
用
す
る
と
い
う
、
」
門
同
上

八
六
七
頁
〕
所
有
者
の
法
律
的
槽
能
だ
け
ゼ

は
何
も
片
づ
か
左
h
。

す
な
わ
ち
、

「
こ
の
諸
部
分
の
使
用
は
、

彼
等
の
意
志
に
係
わ
担
の
た
い
経
済
的
諸
保
件
に
完
奇
に
依
存
す

る」

〔同上〕。

以
上
越
ベ
て
き
た
如
く
、

7
i
y
F

ス
は
、
封
建
的
所
有
を
、
単
に
土
地
所
有
の
濁
よ
れ
と
し
て
の
一
般
的
規
定
に
工
っ
て
特
徴
づ
け
た

白
み
で
な
〈
、
「
直
接
的
生
産
者
の
人
格
に
た
い
す
る
一
定
個
人
の
所
有
槽
」
〔
阿
上
八
九
二
頁
〕
と
し
て
の
そ
の
濁
自
的
内
容
を
、

祉
曾
的
生
産
過
程
の
登
展
段
階
と
閥
聯
さ
せ
て
特
徴
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
ヒ
と
が
、
陪
ぼ
明
ら
か
と
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三
、
経
済
外
的
強
制
の
地
位
と
役
割

周
知
白
如
く
、

「
小
規
模
左
個
人
的
生
産
」

支
配
す
る
封
建
枇
曾
に
あ
っ
て
は
、
封
建
的
所
有
は
、
直
接
的
生
産
者
に
よ
る
土
地
D
占
有
の
必
然
性
と
密
接
に
む
ナ
び
つ
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
封
建
的
祉
合
構
成
臨
む
生
賢
諸
力
の
新
し
い
水
準
が
、

〔
『
反
ヂ
ュ

1
り
ン
グ
前
』
邦
翠
『
マ
ル
ク
λ

H

Z

ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
第
十
四
巻

四
七
八
頁
〕
が

「
働
き
手
が
生
産
上
に
お
け
る
な
ん

b
か
の
創
意
位
、
勢
働
へ
の
志

向
、
労
働
に
た
い
す
る
関
心
を
も
っ
己
と
士
要
求
す
る
」

よ
う
な
事
情
の
た
め
に
、
封
建
地
代
心
取
得
は
、
例
え
ば
第
働
地
代
の
も
と
で
は
、
必
要
生
産
物
を
奥
え
る
部
分
の
土
地
が
直
接
的
生

〔
『
耕
説
法
的
唯
物
荷
主
史
的
唯
物
論
』
同
よ

一三
O
頁
〕
わ
け
で
あ
る
。

と
の



産
者
白
手
中
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
生
産
物
地
代
・
貨
幣
地
代
へ
と
推
轄
す
る
に
従
っ
て
、
必
要
生
産
物
を
輿
え
る
部
介
白
み
て

な
く
す
ベ
て
の
土
地
が
、
不
可
避
的
に
、
直
接
的
生
産
者
心
手
中
に
あ
ら
ね
ば
主

b
友
く
な
る
。
か
く
し
て
、
直
接
的
怠
産
者
は
、
自

己
の
再
生
産
を
保
障
す
る
必
要
生
産
物
を
超
遁

T
る
と
と
ろ
の
、
自
己
の
弊
働
の
刺
徐
生
産
物
と
し
て
、
封
建
地
代
部
分
台
生
昆
仇
し
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
b
な
い
鮪
は
、
由
民
氏
自
己

D
必
要
生
産
物
は
、

「
農
民
に
と
っ
て
は
彼
に
生
活
資
料
を
あ
た

え
る
も
の
と
し
て
必
要
ぜ
あ
り
、
地
主
に
と
っ
て
は
紋
に
働
き
手
を
あ
た
え
る
も
の
と
し
て
必
要
で
あ
っ
た
」
[
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
費
本

主
義
の
輩
展
』
邦
課
『
レ
1
=

ン
全
集
』
第
三
塩

一八
O
頁
〕
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

「
そ
白
分
興
地

k
b
け
る
農
民
の
「
自
己
」

経
瞥
は
、
地
主
経
済
白
一
傑
件
で
あ
っ
て
、
農
民
に
生
活
費
料
を
「
保
障
」
す
る
と
と
で
は
な
く
、
地
主
に
働
金
千
を
保
障
ナ
る
乙
と
を

同
的
と
し
た
」

〔
同
上

一
八
一
頁
〕
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
奴
は
「
土
地
の
所
有
者
か

L
賃
金
(
必
要
生
売
物
部
分
を
マ
ル
ク
ス
は

現
代
の
概
念
て
表
現
し
て
い
る
i

|
引
用
者
〕
を
う
け
と
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
土
地
白
所
有
者
が
彼
か
ら
一
個
白
貢
税
を
う
け
と

る
の
で
あ
る
。
農
奴
は
土
地
に
ぞ
く
し
、
地
主
む
た
め
に
牧
徒
主
う
み
だ
す
」
弓
宜
野
倒
と
資
本
』
邦
語
『
マ
パ
グ
ス
日
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』

第
二
岱
上

「
剰
飴
生
産
物
を
獲
得
す
る
方
法
は
、
賦
役
経
摘
と
資
本
主
義
と
ど
は
、
た
が
い
に
正
反
封
に
封
立

し

τい
る
。
す
な
わ
b
、
前
者
は
生
産
者
に
土
地
を
分
奥
ナ
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
、
後
者
は
、
生
産
者
全
土
地
か
ら
解
放
す

ニ
三
五
頁
〕
。
つ
ま
り
、

る
こ
と
主
、
基
礎
と
し
て
い
る
。
」

〔
『
ロ
ジ
ア
に
担
け
る
安
本
主
義
の
瑳
民
』
阿
上

一
八
一
頁
〕

か
く
し
て
、
耕
作
地
(
水
モ
U
他
)
が

「
自
仲
間
生
的
な
生
産
要
具
し
〔
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
邦
課

図
民
文
庫
版
{
第
一
却
)
八

ニ
頁
]
と
じ
て
あ
ら
わ
れ
、

「
己
の
自
然
生
的
た
生
産
要
具
に
お
い
て
は
個
人
は
包
帯
さ
れ
て
自
然
白
一
部
と
な
る
」
〔
同
よ
〕
よ
う
な

「
所
有
(
土
地
所
有
)
も
直
底
的
社
、
間
然
止
市
左
支
配
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
て
あ
る
L

〔
阿
ト
一
〕
が
、

ιr骨

諸
閥
係
の
も
と
で
は
、

封
建
的
所
有
之
級
酔
外
的
強
制
を
め
守
る
理
論
的
諮
問
題

第
七
十
六
容

五

第

f詰

王



封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
を
め
「
る
理
論
的
諮
問
題
第
七
十
六
春
一
一
六
第
二
控
豆
四

制
度
り
も
と
て
は
、
基
本
的
生
産
手
段

l
土
地
主
所
有
す
る
封
建
領
主
は
、
農
民
に
土
地
主
分
興
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
つ
ま

り
ヘ
農
民
が
名
目
的
な
土
地
所
有
者
か
ら
経
済
的
に
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
農
民
を
農
奴
と
し
て
土
地
に
緊
縛
す

る
と
と
が
て
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
封
建
的
所
有
ほ
、
単
に
土
地
所
有
む
濁
占
と
し
て
の
み
で
な
く
、
直
接
的
生
産
者
の
人

格
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
縄
問
的
所
有
形
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
ス
グ
l
リ
ン
が
「
封
憩
制
度
の
も
と
で
は
、
生
産
関
係
の
基
礎

は
、
生
産
手
段
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
所
有
と
、
生
産
従
事
者
す
な
わ
ち
農
奴
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
不
完
全
な
所
有
て
あ
る
」

門
前
掲
〕
と
述
ベ
た
白
は
、
己
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
在
い
。
封
建
的
土
地
所
有
に
た
い
す
る
中
江
氏
等
の
理
解
の
仕
方

の
誤
謬
は
、
先
づ
第
一
に
己
の
鮪
に
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
封
建
地
代
を
取
得
す
る
た
め
の
前
棋
で
あ
る
必
要
務
働
の
生
産
が
、
直
接
的
生
産
者
に
よ
る
土
地
白
占
有
を
要
求
す
る

限
り
に
お
い
て
、
づ
ま
り
、
農
民
に
土
地
が
守
一
興
古
れ
る
限
り
に
お
い
て
、

{
所
有
関
係
は
何
時

K
直
接
的
投
支
配

l
bよ
ぴ
隷
属
闘

係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
生
産
者
は
非
自
由
者
1
l
i
非
自
由
と
い
っ
て
も
、
賦
役
勢
働
を
と
も
な
う

農
奴
制
か

b
、
車
た
る
貢
納
義
務
主
て
白
相
違
が
あ
り
う
る
ー
ー
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
」

〔
『
資
本
論
』
第
三
番

邦
咽
時
背

ホ
文
庫
駅

ω
一
一
一
ニ
頁
〕
の
で
あ
る
が
、

マ
ル
ク
ス
は
、

経
済
外
的
強
制
を
女
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

「
直
接
的
生
産
者
は
こ

の
ば
あ
い
、
ー
ー
と
マ
ル
ク
ス
は
績
け
て
い
ろ

i
|前
提
に
よ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
生
産
手
段
|
|
自
分
の
持
働
の
質
現
の
た
め
及
び

自
分
の
生
活
維
指
手
段
の
生
産
の
た
め
に
必
要
な
勢
働
保
件
ー
ー
を
占
有
し
て
い
る
。
牧
は
自
分
の
農
耕
、
な
ら
び
に
、
己
れ
と
結
び

つ
い
た
農
村
l
家
庭
的
工
業
を
自
立
し
て
皆
む
。
と
の
自
立
性
は
、
た
と
え
ば
、
イ
ン

F
で
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
小
農
た
ち
は
相
互
に

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
、
、
‘
.
、
.
、

多
か
れ
少
か
れ
自
然
建
生
的
友
生
産
共
同
閣
を
形
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
止
揚
さ
れ
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
た

だ
、
名
目
的
地
主
に
た
い
す
る
目
立
性
だ
け
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
@
こ
う
し
た
保
件
の
も
と
ぞ
は
、
名
目
的
土
地
所
有
者
の
た
め
の
剰



除
第
働
は
、
経
済
外
的
強
制

i
fそ
れ
が
ど
ん
な
形
態
を
と
る
か
主
と
わ
ず
ー
ー
に
よ
づ
て
の
み
彼
等
か
、
b
強
奪
さ
れ
う
る
。
こ
れ

(
剰
除
持
働
を
強
奪
す
る
封
建
的
形
態

1ii引
用
者
)
を
奴
隷
経
皆
ま
た
は
植
栽
地
経
叫
世
間
か
ら
匝
別
づ
け
る
も

ωは
、
奴
隷
は
こ
の
ば

あ
h
他
人
の
生
産
保
件
を
も
っ
て
努
働
し
、
自
立
し
て
は
持
働
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

〔
同
上

一
一
一
三

1
一
一
一
四
頁

傍
j思守

は
引
用
者
〕

レ

l
ニ
ン
も
ま
た
、

「
ロ
シ
7
に
お
け
る
資
本
主
義
の
蛍
展
』
の
な
か
の
「
賦
役
経
済
の
基
本
的
諸
特
徴
」
を
謹
ベ
て
い
る
箇
所
で
、

「
こ
の
よ
う
校
経
済
K
と
づ
て
は
、
直
接
的
生
産
者
が
、

一
般
に
生
産
手
段
主
、
と
く
に
土
地
を
分
奥
さ
れ
て
い
る
己
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
ば
か
り
で
た
く
、
直
接
的
生
産
者
が
土
地
に
緊
拍
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
も
仏
b
、
モ
う
て
た
け
れ
ば
、
地

主
は
働
空
手
を
保
障
さ
れ
な
い
か
ら
て
あ
る
。

.. 

こ
の
よ
う
在
経
済
制
度
の
傑
件
は
、
地
主
に
た
い
す
る
農
民
の
人
格
的
隷
属
で
あ

る
。
も
し
地
主
が
農
民
白
人
格
に
た
い
し
て
直
接
的
な
槽
カ
を
も
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
地
主
は
、
土
地
を
介
輿
さ
れ

τ自
己
経
営

を
行
っ
て
い
る
人
聞
を
、
地
主
自
身
白
た
め
に
働
か
せ
る
己
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か

b
、

マ
ル
ク
ス
が
己
白
経
済
制
度
を
特

徴
づ
け
て
ν、
つ
τ 
マい
yレノる
クよ
スう
と f1:
v い
.， 
ー経
ン済
は外
、的

強
制j
1-

泊Z

必
要
な
の
で
あ
る
1-

門
伺
土

一
八
一
頁
〕
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
封
建
機
構
の
も
と
で
の
直
接
的
生
産
者
の
経
済
的
自
立
性
と
い
う
事
賢
に
、
経
済
外

的
強
制
を
む
す
び
つ
け
て
い
る
」
〔
ス
カ
ス
キ

y
の
前
記
論
文

A
C
胃
詞
凶
器
見

E
V
F日
間
】
日
司
由
〕
。
己
の
直
接
的
生
産
者
の
経

済
的
自
立
性
に
つ
い
て
、
ス
グ
1
リ

Y
も
ま
た
強
調
し
て
い
る
と
悼
う
こ
と
は
、

、
、
、
、

け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
不
完
全
な
所
有
」
と
W
う
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

コ
霊
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』
の
な
か
に
治

我
々
は
、
以
上
の
黙
を
先
づ
明
確
に
し
、
積
い
て
女
の
事
情
に
注
目
す
る
こ
と
が
、
経
済
外
的
強
制
の
問
題
の
考
察
に
と
っ
て
重
要

て
あ
る
。

封
建
的
所
有
と
紹
湾
外
的
強
制
を
め
〈
る
理
論
的
諸
問
題

第
七
十
六
巻

P 

τ 

第

競

王
五



封
建
的
所
有
と
総
辞
外
的
晶
制
を
め
守
る
理
論
的
諸
問
題

第
七
十
六
巻

/に

第

披

有
大

「
経
済
外
的
強
制
1

1
そ
れ
が
ど
ん
な
形
態
を
と
る
か
を
と
わ
ず
ー
ー
に
よ
っ
て
の

み
彼
等
か
ら
強
奪
さ
れ
う
る
」
〔
前
端
〕
の
は
、
他
な
ら
ぬ
己
の
経
済
外
的
強
制
が
、
(
車
に
土
地
所
有
の
溺
占
と
し
て
の
み
ぞ
な
く
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

直
接
的
生
産
者
の
人
格
に
た
い
す
る
特
定
個
人
白
所
有
権
と
し

τあ
b
わ
れ
る
〕
封
建
的
所
有
白
調
目
的
内
容
か
ら
生
じ
て
く
る
と
い

う
事
情
に
起
因
す
る
。
マ
ル
グ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
「
封
建
的
土
地
所
有
は
そ
り
本
質
か

b
い
っ
て
ナ
て
陀
暴
利
賛
却
さ
れ
た
土
地
て
あ

り
、
人
聞
か
ら
疎
外
さ
れ
た
、
モ
の
ゆ
え
に
若
干
の
少
数
白
大
主
君
と
い
う
す
が
た
を
と
っ
て
人
間
陀
封
立
し
て

H
る
土
地
ぞ
あ
る
」

見
極
構
事
主
官
畢
主
忙
か
ん
す
る
手
稿
』
前
掲
二
八
八
頁
U

が
、
「
封
建
的
土
地
領
有
の
た
か
に
す
で
に
、
疎
遠
な
力
と
し
て
の
土
地
の
人

聞
に
た
い
す
る
支
配
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
。
・
:
・
土
地
は
そ
白
領
有
者
と
と
も
陀
伺
性
化
さ
れ
、
そ
の
位
階
を
も
ち
、
領
有
者
の
い

名
目
的
土
地
所
有
者
の
た
め
の
剰
飴
努
働
が
、

か
ん
に
お
う
じ

τ男
爵
的
あ
る
い
は
柏
詩
的
で
あ
り
、
そ
の
諸
特
権
、
そ
の
裁
判
棒
、
そ
の
政
治
的
な
あ
い
だ
が
ら
等
々
を
も
っ
て
い

る
。
モ
れ
は
そ
心
領
有
者
の
非
有
機
的
主
身
憾
と
し
て
あ
b
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
と
わ
ざ
に
|
|
J
主
人
の
d

沿
い
土
地
は
な
い
、
と

あ
り
、
己
白
な
か
に
は
、
主
権
と
土
地
領
有
と
の
熔
活
が
い
い
あ

b
わ
さ
れ
て
い
る
」
〔
阿
よ

二
八
丸
頁
凶
。
更
に
ま
た
マ
ル
ク
ス
は
、

『
資
本
論
」
第
一
審
?
な
か
で
、

「
歴
史
的
に
は
、
資
本
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
何
よ
り
も
ま
ず
貨
幣
白
形
態
て
、
貸
幣
財
産
1

1
商

土
地
所
有
に
劃
臆
す
る
L

ご
八
三
頁
〕
》
一
規
貸
し
つ
つ
、
許
む
な
か
で
、

〔
青
木
支
障
版

ω

人
資
本
ゐ
よ
び
高
利
資
本
ー
ー
と
し
て
、

「
人
格
的
な
隷
属

1
最
上
び
支
配
諸
闘
係
に
も
と
づ
く
土
地
所
有
の
権
力
と
、
貸
幣
の
非
人
格
的
た
権
力
と
白
岡
の
封
立
は
、
つ
ぎ
の

ご
っ
白
フ
ラ
ン
ス
の
諺
の
う
ち
に
明
白
に
云
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
|
|
「
領
主
の
な
い
土
地
は
な
い
。
」
「
貨
幣
に
主
人
は
在
い
。
」
」

〔
同
上

二
八
四
頁
〕
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
越
ベ
て
き
た
如
〈
、
封
建
的
一
位
曾
構
成
鰐
の
基
礎
を
な
す
封
建
的
所
有
は
、
直
接
的
生
産
者
に
主
る
土
地
の
占
有
と
む
ナ
び
つ

い
て
い
る
故

K
、
自
b
を
経
済
的
に
質
現
す
る
た
め
に
は
経
済
外
的
強
制
を
必
要
と
ナ
る
。
し
か
し
、
他
方
て
は
、
と
の
紅
済
外
的
強



制
の
方
は
、
人
格
的
た
支
配

l
お
よ
び
隷
属
関
係
に
も
と
づ
く
土
地
所
有
白
権
力
の
強
制
と

L
て
、
封
建
的
所
有
モ
の
も
む
の
濁
自
的

内
容
に
照
醸
す
る
種
々
の
形
態
を
と
っ
て
作
用
す
る
。
か
く
し
て
、
経
済
外
的
強
制
を
、
い
わ
ゆ
る
1

生
産
従
事
者
に
た
い
す
る
不
完

全
在
所
有
」
と
し
て
理
解
す
る
己
と
は
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
我
々
は
、
経
済
外
的
強
制
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
が
、
第
働
地
代
の
場
合
の
直
接
的
強
制
の
み
で
な
く
、
直
接
的
生
産
者

が
「
直
接
的
強
制
の
代
り
に
諸
闘
係
の
カ
に
よ
り
、
鞭
の
代
り
に
法
律
的
規
定
に
よ
っ
て
:
」
〔
『
資
本
論
』
第
三
告
邦
語
青
木
文

庫
版

ω
二
ニ
O
頁
〕
貢
租
を
、
「
無
償
的
つ
古
り
事
史
上
て
は
強
制
的
に
」
〔
同
上
二
二
一
頁
〕
支
排
う
場
合
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い

る
と
H
う
己
ど
に
、
注
目
L
な
け
れ
ば
な
b
ぬ
。
貨
幣
地
代
に
つ
い
て
も
T

ル
ク
ス
は
、
「
直
接
的
生
産
者
は
、
従
来
ど
お
り
相
績
ま

た
は
そ
の
他
の
停
統
に
よ
る
土
地
の
占
有
者
で
あ
っ
て
、
彼
の
ζ

白
最
重
要
生
産
保
件
の
斯
有
者
と
し
て
心
地
主
に
た
い
し
、
飴
分
白

強
制
第
働
、
す
な
わ
ち
等
償
な
し
に
潟
さ
れ
た
不
抑
携
働
在
、
貨
幣
に
縛
形
さ
れ
た
剰
徐
生
産
物
の
形
態
で
支
抑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し

二
一
二
ニ
頁
〕
と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
封
建
制
度
の
も
と
ピ
は
、
所
有
闘
係
が
同
時
に
支
配

l
ゐ
よ
び
隷
属
閥
係
と
し

〔
同
よ

て
あ

b
わ
れ
ざ
る
を
得
な
悼
し
、
ま
た
、
土
地
所
有
と
主
椿
が
癒
着
す
る
が
故
に
、
土
地
所
有
は
そ
白
層
住
と
し

τ、

ぴ
社
曾
的
な
枠
づ
け
や
混
合
物
」

「
政
治
的
治
よ

〔
青
木
宝
庫
版
仰

八
六
凡
頁
〕
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

「
産
業
に
お
け
る
司
令
が
資
本
白
附
物
と
な
る
の
は
、
あ
た
か
も
、
封
建
時
代
比
較
争
お
よ
び
裁
判
に
ゐ
げ
る
司
令
が
土
地
所
有
白

附
物
て
あ
ワ
た
り
と
同
じ
己
と
て
あ
る
」

円
『
資
本
論
』
第
一
巻

邦
謬

青
木
文
庫
版

ω
王
豆
七
頁
〕
。

と
こ
ろ
で
、
如
何
に
土
地
所
有
と
主
権
と
が
癒
荒
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
し
て
も
、
経
済
的
下
部
構
造
を
な
す
封
建
的
所
有
と
、
法
律

的
治
よ
び
政
治
的
な
上
部
構
趨
心
助
げ
を
か
り
て
作
用
す
る
経
副
例
外
的
強
制
と
は
、
そ
の
地
位
と
役
割
に
沿
い
て
、
峻
別
さ
れ
な
け
れ

ー
な

b
な
い
。
経
済
外
的
強
制
は
、
あ
く
ま
で
も
、
封
建
地
代
主
取
得
す
る
た
め
の
千
段
て
あ
る
。
ス
グ
l
リ
ン
が
、

封
建
的
問
有
左
紹
神
外
的
強
制
乞
め
戸
、
る
理
論
的
諸
問
題

「
ソ
同
盟
に
お

第
七
十
六
巻

ブL

第

量定

王
七



封
建
的
所
有
k
線
神
間
外
的
強
制
を
的
戸
、
る
理
論
的
諮
問
題

第
七
十
六
巻

O 

事

晶居

Ji. 

ノ1

げ
る
祉
曾
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
の
な
か
の
指
摘
で
h
ま
し
め
て
い
る
の
は
、
経
済
外
的
担
制
の
地
位
を
不
営
に
た
か
め
、
封
建
地

代
は
経
済
外
的
強
制
の
経
済
的
資
現
形
態
で
あ
っ
て
、
経
済
外
的
回
制
こ
そ
封
建
制
度
を
理
解
す
る
鍵
て
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
理
解

し
勝
ち
た
傾
向
に
た
い
し
て
で
あ
る
。

経
済
外
的
強
制
は
、

「
人
格
的
な
隷
属
H
お
よ
び
支
配
諸
関
係
に
も
と
づ
く
土
地
所
有
の
権
力
」

〔
『
資
本
論
』
第
一
審

前
掲
〕
が
、

土
地
所
有
の
不
可
避
的
属
性
と
し
て
の
「
政
治
的
治
工
び
祉
舎
的
な
枠
づ
け
や
混
合
物
」

〔
『
資
本
論
』
第
三
巻

前
掲
〕
の
規
制
力
、
そ

「
己
の
強
制
の
形
態
と
樹
度
と
は
、
農
奴

。
他
を
も
ち
い
て
遂
行
す
る
強
制
(
そ
の
本
質
は
人
格
的
隷
属
と
土
地
緊
縛
)
て
あ
う
て
、

的
地
位
か
ら
農
民
の
身
分
上
の
不
完
全
た
権
利
に
い
た
る
ま
で
、
き
わ
め
て
多
種
多
様
で
あ
り
う
る
」

費
展
』
前
掲
一
八
三
貰
〕
ロ
大
塚
久
雄
氏
む
如
〈
、
中
封
建
的
土
地
所
有
制
の
も
と
で
の
経
済
外
的
強
制
陀
つ
い
て
、
「
=
経
済
外
的
強
制
』

は
「
共
同
開
規
制
」
の
静
化
し
た
高
吹
の
形
態
、
問
者
の
同
一
性
。
」
〔
同
氏
『
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行
』
土
地
制
度
且
皐
骨
昭
和
ニ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、
‘
、
、
、
、
、

丸
年
秋
期
串
術
大
官
報
告
要
胃
〕
と
い
わ
れ
る
の
は
、
共
同
鎧
規
制
が
経
済
外
的
強
制
の
手
段
と
し
て
の
役
割
を
果
す
場
合
の
み
を
一
般

化
し
、
共
同
躍
的
所
有
の
み
が
封
建
的
世
曾
構
成
憾
の
現
覧
の
土
裏

1
「
生
産
関
係
の
組
閣
」
〔
『
相
梼
畢
批
判
』
序
言
邦
謀
関
民
文

九
頁
、
傍
貼
は
引
用
者
〕
を
形
づ
く
る
と
結
論
づ
け
、
基
本
的
生
産
関
係
uu封
建
的
所
有
を
較
腕
す
る
誤
っ
た
見
解
て
は
な
か
ろ

レ
1
-
-
Y
は
‘
改
革
後
の
ロ
シ
ア
の
現
買
に
つ
い
て
述
べ
つ
つ
、
連
帯
責
任
の
み
な
ら
ず
、

〔
つ
恒
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の

庫
版

う
か
。

一
時
的
義
務
負
婚
の
欺
態
、
農
民

白
一
世
罰
、
公
共
事
業
へ
の
農
民
の
徴
用
の
た
か
に
、
す
な
わ
ち
、
封
建

1
農
奴
制
的
隷
属
の
い
っ
さ
い
の
残
存
物
の
な
か
に
、
経
済
外

的
強
制
の
可
能
性
を
み
て
い
る
。
〔
同
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
積
良
』
前
掲
一
八
三
頁
参
照
〕

と
こ
ろ
で
、

最
近
な
く
在
ら
れ
介
栗
原
百
誇
氏
は
、

「
農
業
問
題
入
門
』

(
有
斐
閣
・
一
ー
九
五
五
年
)
の
た
か
で
、

「
経
済
外
的
強
制

は
、
ま
ず
、
直
接
的
生
産
者
が
モ
の
生
計
に
必
要
友
生
産
諸
僚
件
の
占
有
者
と
し

τ経
済
的
に
自
立
し
左
が
う
、
し
か
も
名
目
的
な
土



、
、
、
、
.
、
、
、
.
、
、
.
、

地
所
有
者
に
封
立
す
る
と
い
う
、
封
建
的
土
地
所
有
形
態
を
前
提
す
る
」
〔
同
書
七
ニ

t
七
三
頁
〕
と
問
題
を
正
し
〈
提
起
さ
れ
つ
つ
も
、

何
故
か
、
他
方
に
b
H
て
は
、
「
経
済
外
的
強
制
は
、
封
建
的
土
地
所
有
が
同
時
に
直
接
的
た
支
配
u
b
よ
び
従
麗
関
係
と
し
て
あ
b

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

τ、
-
・
・
モ
れ
間
開
ひ
と
つ
の
生
産
関
係
て
あ
る
ー
一
〔
同
上

七
三
頁

傍
騎
は
引
用
者
〕
と
規
定
さ
れ

τ
い
る
。
績

い
て
栗
原
氏
は
、

「
経
済
外
的
強
制
は
し
か
し
ま
た
、
生
産
そ
れ
自
身
の
な
か
か
ら
残
生
し
な
が
ら
も
、
封
建
的
世
曾
の
階
級
構
造
が
、

封
建
的
な
政
治
的
支
配
の
査
機
構
が
、
封
建
的
園
家
形
態
が
そ
の
う
え
に
形
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
基
礎
と
し
て
、
直
接
不
可
分
に
政
治

的
上
郡
構
迭
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
〔
伺
上
〕
と
述
べ
づ
っ
、
結
論
と
し
て
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
経
済
外
的
強
制
は
そ
れ
自
身

下
部
構
趨
現
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
上
部
構
謹
現
象
で
も
あ
る
と
い
わ
託
け
れ
ば
な
b
左
い
」

〔
同
よ

慎
鮎
は
引
用
者
〕

と
い
う

続
自
の
見
解
を
遺
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
た
し
は
、
栗
原
氏
と
は
異
つ

τ、
ィ
・
ィ
・
ミ
ン
ツ
の
「
封
建
的
諸
開
係
の
基
礎
に
閥
係
の
あ
る
も
の
は
封
建

的
土
地
所
有
の
み
ゼ
あ
る
」

円
ヱ
ヌ
・
エ
F

・
ギ
ュ

1
ル
ジ
司
ン
『
封
建
的
所
有
の
問
題
に
闘
す
る
皐
情
討
論
官
』
討
課
『
経
済
評
論
』
一
丸
王
四
・

j¥ 

哉

一
六
ニ
貰
〕
と
い
う
見
解
を
支
持
す
る
。
ス
グ

l
p
ン
に
よ
れ
ば
、
生
産
諸
闘
係
は
「
川
生
産
手
段
の
所
有
形
態
同
生
産
に
長
け

る
一
位
曾
集
園
の
立
場
と
相
互
関
係
料
生
産
物
の
分
配
形
態
」
弓
y
同
盟
に
お
け
る
仕
官
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
前
掲

る
が
、
生
産
諸
闘
係
の
基
礎
は
、
川
刊
と
同
別
で
あ
り
、
経
済
外
的
強
制
は
、
封
建
的
生
産
諸
閥
係
の
楓
惜
士
土
蓋
と
し
て
形
成
さ
れ
た
封

建
的
上
部
構
造
が
、
今
度
は
逆
に
土
蛋
に
奉
仕
し
、
土
蓋
を
強
化
す
る
形
態
て
あ
っ

τ、
決
し
て
下
部
構
造
的
現
象
て
は
あ
り
え
な
い
。

栗
原
氏
は
、
経
済
外
的
張
制
を
同
仰
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

八

O
頁
参
照
〕

て
あ

か
く
し
て
、
経
済
外
的
強
制
に
つ
い
て
の
栗
原
氏
の
混
乱
は
、
同
氏
が
申
江
氏
等
と
同
様
に
、
封
建
的
所
有
の
濁
自
的
内
容
を

E
し

く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
封
建
的
所
有
(
い
わ
ゆ
る
封
建
的
土
地
所
有
)
を
単
純
に
、
土
地
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
所
有
と

封
建
的
所
有
と
経
済
升
的
強
制
を
め
「
る
理
論
的
諾
問
題

第
七
十
大
巻

事

競

oi 
丸



封
建
的
所
有
と
線
稗
外
的
強
制
を
め
「
、
る
理
論
的
諮
問
題

第
七
十
六
巻

静

量君

ノ、
O 

の
み
に
理
解
さ
れ
、
ス
グ
リ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
不
完
全
な
所
有
」
と
い
う
規
定
を
全
く
軽
視
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
と
い
う
黙
に
求
め

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

b
、
こ
の
根
本
的
扶
陥
は
、
車
に
こ
れ

b
の
人
々
の
み
に
限
ら
れ
た
も
り
で
は
な
い
。
わ
が
園

K
あ
げ
る
従
来

の
封
建
論
争
を
顧
み
る
時
、
い
わ
ゆ
る
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
牛
封
建
的
性
格
の
解
明
白
問
題
在
、
宇
封
建
的
所
有
の
濁
目
的
内
容

白
問
題
と
し
て
間
着
せ
し
め
る
の
で
は
な
〈
、
経
済
外
的
強
制
の
存
否
の
問
題
に
ま
で
極
端

K
ゆ
が
め
た
原
因
は
、
い
わ
ゆ
る
議
座
沃

と
呼
ば
れ
る
人
々
の
、
己
の
問
題
に
た
い
ナ
る
理
解
由
仕
方
に
も
あ
っ
た
の
イ
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
自
機
舎
に
詳
論
し
た
い
。

と
も
あ
れ
、
わ
が
閣
の
ヰ
封
建
尚
地
主
が
、
単
に
土
地
所
有
日
現
占
者
て
あ
る
白
み
て
友
く
、
カ
バ

l
ラ
酌
僚
件
て
土
地
ハ
耕
地
・
山

林
・
水
)
を
貸
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
作
人
を
種
々
白
形
態
て
b
T
長
択
的
に
自
己
の
も
と
に
所
有
す
る
乙
と
が
て
き
る
だ
け
の
支

配
力
を
も
っ
て
い
た
し
、
現
在
も
依
然
と
し
て
維
持
し
て
い
る
、
と
い
う
己
と
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
よ
う
在
理
解
白
仕
方
は
、
果
し

る
ス
タ
ー
リ
ン
の
規
定
は
、

て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
否
定
町
民
己
た
え
ざ
る
を
え
た
い
G

か
く
し
て
、

「
封
建
的
土
地
所
有
治
主
び
経
済
外
的
強
制
」
で
は
な
く
し
て
、

戸「

知
詮
「法
経、自'~
F耳、唯
外、物
的、面t
"(jE¥、と
制、史
の、的
遁、唯
用、物
を、論
と、』
も、に
友、沿
う、け

封
建
的
土
地
所
有
」
が
生
産
関
係
の
基
礎
て
あ
る
、
と
述
べ
た
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
。

あ

と

古〈

き

本
稿
は
、
去
る
四
月
一
干
一
目
、
留
酒
塵
曾
月
例
研
究
書
口
曾
に
お
い
て
接
表
し
た
わ
た
L
の
報
告
の
要
執
を
、
一
つ
の
問
題
提
起
の
か
た
ち
で
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
般
に
わ
た
る
わ
た
し
の
升
熟
き
は
商
う
べ
く
も
な
い
が
、
先
閣
田
諸
氏
の
Hm
障
な
き
街
批
判
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
最

後
に
、
ス
カ
ス
今
ン
の
論
文
の
理
解
そ
の
他
に
つ
い
て
、
色
々
と
有
益
な
倒
指
一
討
を
賜
っ
た
山
岡
亮
一
先
生
に
た
い
し
て
、
わ
た
し
は
漂
い
感
謝
の
意

を
表
わ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。




